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概 要 急性腎障害（AKI）の集中治療室 ICU での死亡率は 50%を上回り、予後不良であ
る。予後不良の一原因として早期診断法の欠落により治療開始時期の遅れが指摘されている。AKI の発
症には酸化ストレスが重要な基盤病態と考えられているが、現時点で酸化ストレスに特異的な診断法は
































① 尿中 TRX の酸化ストレス特異性の検証
尿中 TRX に関する報告がほとんど無いため、尿
中 TRX を様々な 8 腎疾患で測定した。尿中 TRX
は AKI で特異的に上昇しており、カットオフ値を
35.2 ng/mgCr とした場合、感度 0.9、特異度 0.82、
AUC 0.9 の高精度で AKI の診断に有用であること
が判明した。尿中 TRX が早期 AKI マーカーとし
て利用可能かどうかを調べるために、人工心肺開
始後、1 時間毎に採尿をして尿中 TRX の推移を調






































加し、培養上清中の TRX や既存の AKI マーカー、




３ ）。（ Am J 
Physiol 投稿中） 
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